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今月のおもな記事

。第6回朝日町・会
組識書会・・H ・H ・.(2) 

。朝日町長策委員会

役員きまる・H ・H ・..(3) 

。秋の全国
交通安全運動....・H ・.(4) 

。朝日町臓員

採用試験案内…….(6) 
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民
家
を
だ
ず
ね
て

赤

！
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、、

遠
く
明
治
の
こ
ろ
、

メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
て
幼
漁
法
を
習
栴
し
、

北
酒
造
、
二
一
陪
の
漁
場
を
開
抗
し
て
、

そ
の
名
を
高
か
ら
し
め
だ
赤
川
衆
，

郷
工
の
漁
場
を
い
ち
早
く
徴
械
化
し
γ

沿
停
漁
業
を
盛
む
ー
り
し
め
疋
赤
川
衆

旧
国
道
か
ら
油
へ
下
る
道
を
中
山
仁
、

泊
岸
寄
り
に
集
落
を
形
造
っ
て
い
あ

赤
川
の
村
・

若
者
ガ
勤
め
に
山
、
老
人
ガ
疋
ん
ぼ
に

出
だ
あ
と
の
、

ひ
っ
そ
り
と
し
だ
村
の
中
に
、

よ
う
や
く
熱
気
の
う
弓
れ
だ
初
秋
の
附

ざ
し
を
浴
び
て
、

「
オ
ヤ
」
と
思
う
よ
う
な
異
風
芯
拡
式

の
屋
根
の
家
ガ
、

ど
っ
か
り
と
腰
を
す
え
、

武
士
ガ
威
儀
を
正
し
て
座
つ
だ
よ
う
に

建
っ
て
い
る
。

唱

1
内

3
噌
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御機物物

朝
日
町
議
会
第
六
回
臨
時
会

ー
組
織
議
会
開
か
れ
る

1

自民副

麟

長

監
査
餐
員
に

先
般
、
抽
執
行
さ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙

後、

最
初
の
議
会
は
九
月
四
日
招
集
さ

れ
、
昭
和
五
十
三
年
第
六
回
朝
日
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
等
の
議
会

の
組
織
を
決
め
ま
し
た
。
は
じ
め
に
年
長

議
員
で
あ
る
松
倉
健
三
氏
が
臨
時
議
長
と

な
っ
て、

会
期
を

一
日
と
定
め
た
あ
と
、

さ

議
会
役
員
及
び
委
員
会
組
識

あ

長

報

（
山
中

lp
J川
」

昭和32隼 8月 S目 庁e’IJ 3・鄭使鋤思可・・H ・H ・－－ IA 

扇
谷
議
長
経
歴

麓
長
、

副
議
長
、
総
合
開
発
特
別
養
員

長
、
宮
崎
、

当
選
四
回

（

h
十

O
J川
）

清
水
副
議
長
経
豚

文
教
厚
生
委
員
長
、
行
政
区
阿
特
別
刷

委
員
長
、
金
山
、

当
選
一工
阿

長

松清扇

健賢隆

ニ
氏
ニ
氏
三

氏

倉水谷

議
長
の
選
挙
を
行
い
投
票
の
結
果
、
扇
谷

隆
二
氏
が
穣
長
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
新
議
長
に
よ
る
議
席
の
指

定
、
続
い
て
副
議
長
の
選
第
、
各
常
任
委

員
の
選
任
、
正
副
委
員
長
の
互
選
、
新
川
広

域
画
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
朝
日

町
監
査
委
員
選
任
に
同
意
し
、

息収
後
に
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

，

監

査

委
員

松

倉

健

三

（ハ
ハ大
伐
）

常
総任
務委 a
委員 ｛
員会 I
会委
員

~ 9.((, 
c l 1 'il l~ 

~： 1 
長良

今
ゅ
よ
., 

情

説

。
図

中

伸

大

平

勝

文
教
厚
生
委
員
会

保事長

£ 
ま量

署長松扇酒字石；膏

図倉谷
弁

透Ill 図矯水

省健隆
（
七
人
）

義和勝芳賓

夫

産
業
建
設
委
員
会 平｝梁

• 
知

松
－
a
＼

y
 

－
1
t
s／
」

栄

一PJ
W
一
梅

ま量雄

唱B

次和

ヨ
；可米大山上

'Jミ

ヨ長

村

i禽

丘

寅

沢

荷量

問

政

., 
栄

1
3
2
 

勝

新
川
広
域
園
事
務
組
合

議
会
蟻
員

(2) 

上酒扇

島井谷

栄 隆

作栄ニ

実

特
別
委
員
会
の
設
置

朝
日
町
議
会
に
次
の
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
委
員
（∞
野
区
）

作

総
合
開
発
特
別
委
員
会
（
八
人
）

。
酒

井

栄

O
深

松

実

島
守

歯

周

和

錐

問

中

伸

拳

字

国

勝

次

篠

図

哲

夫

水

島

保

上

島

栄

作

光

行
政
区
画
特
別
委
員
会

〈
七
人
〉

。
大
沢
植
岡
松

O
米

丘

寅

吉

水
島
畑
次
郎

清

水

賢

－

一

安

遥

畠

恒

雄

山

間

政

次

酒

井

栄

ョt
C> 

開
発
公
社
特
別
餐
員
会

（
じ
人
）

。
大

平

勝

雄

O
河

村

清

光

梅

沢

喜

牢

作

石

様

芳

和

平

崎

知

勝

総

倉

健

三

扇

谷

隆

ニ

、ムポ・次

北
陸
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

（十

一
人）

O
篠

田

哲

夫
O
河

村

清

光

字

国

勝

次

大

平

勝

雄

石

傭

芳

和

米

丘

貧

士
回

水

島

保

水
島
畑
次
郎

大

沢

健

松

平

崎

町

知

勝

深

松

宮

畏

作



議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

昭和53年 9 月 10日
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朝
日
町
・
会
．
長

扇

谷

隆

鯵 211’ 

就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、

さ
つ
由
申
し
あ
げ
ま
す
。

不
肖
こ
の
た
び
議
員
の
皆
綴
方
の
ご
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
、
重
ね
て
曲
線
長
の
要
織

に
つ
く
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

も
と
よ
り
自
ら
の
浅
学
非
才
を
省
み
、

そ
の
認
で
な
い
こ
と
は
充
分
反
知
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
ご
縫
挙
を
受
げ
ま
し
た

か
ら
に
は
、

凶U
伸棟
方
の
厚
い
ご
援
助
と
ど

綬
鑓
に
よ
り
ま
し
て
町
政
発
展
の
た
め
に

全
力
を
跨
げ
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
施
行
以
来
三
十
一
年
、
我

が
朝
日
町
議
会
に
お
き
ま
し
で
も
、
議
権

の
伸
張
と
住
民
宿
祉
の
繕
進
を
目
指
し
て

堅
実
な
歩
み
を
絞
げ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
目
下
当
面
す
る
町
政
に
は
、
な
お
銭

多
の
重
要
案
件
が
山
積
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
と
れ
が
解
決
に
は
、
今
後

一
段
の
努

力
を
要
し
議
決
後
闘
の
使
命
は
、
い
よ
い

よ
重
大
で
あ
る
乙
と
を
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

前
途
は
極
め
て
多
鍵
で
あ
り
ま
す
が
、

過
去
の
二
カ
年
を
深
く
反
省
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
開
時
い
経
般
に
よ
り
町
民
の
総

意
を
充
分
琢
重
し
、
町
政
の
巡
営
に
挺
身

し、

円
係
方
の
ど
厚
情
に
お
緩
い
い
た
し

た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
町
民
各
位
の

一
一層
の
ご
援
助

と
ど
綬
縫
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
由
申
し

あ
げ
ま
し
て
誌
だ
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、

私
の
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。

一
言
ご
あ
い

ひさあ報広
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一
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
刊
周
年
配
傘

…

…

日
本
国
外
務
大
臣
表
彰

…

…

谷

正

一

氏

側

一

一
i
l
i－
－

P
プ
ラ
ジ
ケ
サ

ん

一
‘
理
団
組
F
〓ン
W
イ
ス
在
住

一

圃
－
－

z
J・咽
aF
有

J

凶町－

z
‘

，

，

a民
m
uR
，
（
掛
川
市
山身）

…

、

aE，
、

農

業

（養
鶏
）

一

…

谷
氏
は
、
川
口
歳
の
時
に
ゆ
り
子
夫

一

一
人
と
結
川
附
し
た
間
後
に
プ
ラ
ジ
W
H

一

一
ア
マ
ゾ
ン
へ
渡
り
、
ア

マ
ゾ
ン
開
妬

…

…
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
活
脳
、
戦
後
、

一

…
ア
マ
ゾ
ン
へ
の
臼
本
人

gが
本
裕

一

一
化
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
移
住
者
の
抱

一

一
得
に
あ
た
る
等
の
幼
紛
に
よ
り
プ
ラ

一

一
ジ
W
固
か
ら
功
労
広
を
田
氏
段
す
る
な

一

一
ど
、
邦
人
移
住
者
の
地
似
向
上
へ
の

町

一一以
方
が
認
め
ら
れ
、
人
，
印
綬
阜
の
栄

一

一
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

一

制禦
一創
員
削
役
員
決
ま
る

農
業
委
員
の
改
選
に
伴
う
朝
日
町
農
業

委
員
会
の
組
織
総
会
は
八
月
七
日
開
か
れ

会
長
等
の
役
員
を
選
殺
の
結
刷
用
、
次
の
方

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。日d

鹿米聡

熊田熊

安吉安

正二正

会

長

同
職
務
代
理
者

県
度
集
会
滋
員

預

入

制

度

を

ご
存
知
で
す
か

年
金
の
老
飴
（
通
算
老
船
）
年
金
を
榔

便
局
で
お
受
け
取
り
に
な
っ
て

い
る
万

は
、
社
会
保
険
庁

（
X
は
文
払
者
）
よ
り

送
付
さ
れ
て
く
る
支
払
通
知
鈴
を
持
診
し

な
い
と
、
お
金
を
円
以
う
乙
と
が
出
来
な
い

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
支
払
月
と
も
な
り
ま
す
と
、

「支
払
通
知
曾
が
届
き
ま
せ
ん
の
で
・

年
金
を
受
げ
る
乙
と
が
で
き
な
い
ん
で
す

が
・
一
と
い
う
苦
情
や
相
談
が
紋
織
な
ど
に

も
ち
と
ま
れ
ま
す
。

支
払
通
知
曾
が
聞
か
な
か
っ
た
り
、
紛

失
し
た
り
し
ま
す
と
、
支
払
通
知
書
の
百
円

発
行
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
手

数
も
か
か
り
ま
す
し
、

日
数
も
か
か
り
ま

す
。
ζ

ん
な
わ
ず
ら
わ
し
い
乙
と
を
無
く

す
る
た
め
に
、
年
金
の
支
払
い
を
、
郵
便

貯
金
へ
振
込
預
入
す
る
刀
法
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

手
続
き
は
、
年
金
一社
衡
と
印
鑑
（
貯
金

通
帳
に
押
し
て
あ
る
印
獄
）
、
そ
れ
に
貯

金
必
帳
を
も
っ
て
、
郵
似
局
の
窓
口
へ
行

か
れ
る
だ
け
で
O
K
ク

手
続
き
が
す
め
ば
、
日
動
的
に
と
自
分

の
貯
金
口
座
に
年
金
が
振
込
ま
れ
ま
す
の

で
安
心
で
す
。

但
し
簡
u
勿
郵
便
川
で
は
、
乙
の
取
級
い

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

詳
し
い
ζ
と
は
郵
便
局
の
窓
口
か
町
の

国
民
年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ー’、・ー、’・.. 
そl .：’、．，、，

通

算

老

齢

年

金

年
金
に
加
入
し
た
期
間
は

通
算
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
は
じ
め
と
す

る
わ
が
国
の
公
的
年
金
制
度
で
は
、
ど
の

制
度
で
も
老
飴
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は、

二
十
年
ま
た
は
二
十
百
年
の
間
加
入

し
て
、
保
険
料
品
官
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

一
生
の
州
に
は
、
韓
職
業
が
変

わ
る
ζ
と
も
あ
っ
て
、
一

つ
の
制
度
だ
け

で
一
定
の
期
間
、
保
険
料
を
納
め
つ
づ
け

る
乙
と
が
で
き
な
い
ζ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
の
よ
う
な
と
き
は
、
そ
の
移
り
食
っ

た
年
金
制
度
の
す
べ
て
の
則
聞
を
合
わ
せ

て、

二
十
五
年
に
な
っ
て
お
れ
ば

「通
算

名
勝
年
金
」
を
受
け
る
こ
と
い
か
で
き
ま

す
。乙
の
年
金
に
つ
い
て
は
、
加
入
期
闘
な

ど
に
い
ろ
い
ろ
と
特
例
が
あ
り
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
係
へ
い
見
終
に
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

分

一

を

刻

一
d

た

る

一九

一
即
ぺ
ナ

各

一
一嚇

例

降

湯

一

w－A
リ
保

力

一
ム「
’
d

協

γ
i
i
i
j

版
本
わ
か
子
〈
平
柳
）
・
柏
似
知
校
〈
桜

町）

・
荒
川
正
彦

（沼
保
）

・
小
塚
律
子

（泊）

・
松
原
静
子
〈
姪
谷
）

・
平
野
清

彦
〈
平
柳
）

・
近
江
正

一
（品中町）

・
本

国
対
（
殿
町
）

・
滋
充
功
（
泊
〉
・
岡
静

男
（
泊
）

・
島
田
久
志
（
泊
）

・
魚
滋
英

子
（
成
車
野
）

・
久
我
口
幸
子
〈
泊
下
）

・
山
叩
・
劫
成
幸

〈殿
町
〉

・
米
丘
邦
浩
〈
飯
町

谷〉

・
水
島
悠
彦
（
境
〉
・
脇
山
正
美
（

策
車
野
）

・
竹
内
雅
和
（
笹
川
）

・
大
久

保
文
江
（
柳
田
）

・
草
原
正

一
（
山
崎
）

・
森
井
克
久
（
殿
町〉

・
間
部
敏
博
（
平

柳
〉
・
内
川
晃
〈
平
柳
）

・
秀
永
武
宣
〈

山
崎
）

・
字
国
良
一
〈
桜
町
）
・
大
浜
筒

先
〈
宮
崎
）

・
米
自
由
紀
子
（
東
灘
野
）

・
松
倉
秀
夫
〈
泊
）
・
高
・
制
美
春
〈
桜
町

）
・
岡
本
政
彦
（
由
民草
野
〉

・
寺
図
正
美

〈
東
草
野
）

・
長
弁
裕
生
〈
泊
）
・
九
恩

俊
彦
（
山
崎）

・
矢
沢
英
子
〈
荒
川
）

・

矢
沢
タ
紀
（
栄
町
）

・
浜
田
治
笑
（
簡
単
野

）

・
省
沢
弘
志
ハ
泊
）

・
谷
中
義
久
（
繍

尾
〉

・
坂
東
拳
m
拘
（
繍
尼
）

・
消
原
為
芳

（
院
側
向
町
）

・
米
国
行
合
子
〈
県
草
野
）

・
下
沢
東
〈
市
民
沼
野
）

・
火
知
勝
也
（
山

崎
新
〉

・
長
谷
栄
子
（
悶
保
〉

・
高
峰
六

男
〈
清
水
町
〉

・
水
口
閣
時
阿
倍
（
宮
崎
）

上
似
鐙
（
道
下
）

・
竹
内
義
明
（
笹
川
〉

・
凶
村
敏
雄
（
月
山
）
・
居
波
宏
作
〈
沼

保）

・
水
島
光
久
（
宮
崎
）
五
十
二
名

愛の献血

一 一…，、，..

(3) 
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秋の全国交通安全運動
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みんなですすめる

お？~ 受通安全

9
月
引
日
（
木
）

県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
山
山
凶
折
必

と
歩
行
者
、
運
転
者
の
交
通
N
1

戸
の
突
践
確
保
を
図
り
ま
す
。

。
こ
ど
も
と
老
人
を
守
る
日

9
月
幻
日
（
土
）

家
族
ぐ
る
み
、
地
峡
ぐ
る
み
の
正

し
い
交
通
ル
l
－

w
の
実
践
に
つ
と

め
ま
す
。

。
自
転
車
安
全
の
日

9
月
引
日
（
木
）

－

m日
（
火
〉

自
転
車
の
正
し
い
釆
り
方
、
盤
側

点
検
な
ど
、
安
全
指
樽
な
ら
び
に

安
全
教
育
の
徹
底
に
よ
り
交
通
事

峨
防
止
を
閑
り
ま
す
。

。
交
通
安
全
自
動
車
パ
レ
ー
ド

9
月
幻
日
（
木
）

国
鉄
だ
よ
り

交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
踏
切
で

の
事
放
防
止
認
識
の
た
め
、
踏
切
支
障
報

知
装
組
の
取
扱
い
会
を
突
施
し
ま
す
の
で

町
民
各
位
の
参
観
を
お
願
い
し
ま
す
。

場時期
所間日

昭
和
臼
年
9
月
引
日
（
木
）

午
前
川
時
却
分
か
ら
却
分
ま
で

国
鉄
泊
駅
構
内
（
平
柳
踏
切
）

一広島
寸
：
ι11
fべ少
川

2

－A
di
－
－
n
n
k
E
－寸吋，
t
dJ川JJ
h

．H1
1

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

火
災
予
防

乙
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
台
風
通
過
時
に
は
当
地
方
特
有
の
フ
ェ

ー
ン
現
象
で
空
気
が
邸
内
常
に
乾
燥
し
て
火

災
が
発
生
す
る
と
大
火
に
な
り
や
す
い
気

象
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
火
の
取
抜
い
に

は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ま
た
稲
の
収
筏
期
に
な
り
乾
燥
櫨慣
を
使

用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
乾
燥
織
の
取
鍍

い
に
は
充
分
注
意
し
、
乾
燥
緩
に
よ
る
火

災
に
備
え
て
、
消
火
穏
を
準
備
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
国
間
等
で
火
を
使
用
す
る
場
合

は
事
前
に
消
防
署
へ
脳
出
な
げ
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

無
届
で

行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

1
0
 

な
お
、
夜
間
及
び
胤
の
怖
い
目
、
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
時
の
田
刷
等
で
の
火
の

使
用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

感
賞
消
火
絡
こ

主

意

ん

／

販

売

員

l
q，
唱
B
A

／

厳
近
ま
た
町
内
に
必
質
な
消
火
器
の
販

売
員
が
出
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

販
売
負
は

一
般
家
低
に
消
火
穏
の
設
催

義
務
が
あ
る
と
か
、
点
検
の
必
裂
が
あ
る

と
か
、
消
防
署
の
総
旋
に
よ
る
も
の
な
ど

悪
質
な
口
実
を
使
っ
て
消
火
認
の
版
花
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

一
般
家
庭
に
検
定
口
問
消
火
劇
的
を
設
置
す

る
こ
と
は
望
ま
し
い
ζ

と
で
す
が
、
販
売

員
に
よ
る
消
火
絡
は
販
売
刀
法
及
び
側
絡

に
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
の
で
販
売
員
が

訪
問
し
た
際
に
不
禽
な
こ
と
が
あ
れ
ば
消

防
署
の
万
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（雪
3
H
0
0
0
9）
例
日
町
消
防
凶
行

i援護i

i危i
i険i
i物i
i取2
5扱 F
2者i
i鼠；
；験j
i物i

昭
和
日
年
度
第
2
川
危
険
物
取
級
者
試

験
が
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

マ
試
験
の
実
施
極
別

・
甲
種
危
険
物
取
級
者
ぷ
験

．
乙
種
危
険
物
取
以
必
坑
験

マ
試
験
実
施
日

・
悶
利
回
年
日
川
b
H
（日
）

マ
試
験
場
所

－
富
山
市
五
術
日
山
ト
入
門
f
品
特
集

m

マ
受
験
願
書
受
付

・
昭
和
臼
年
9
丹
羽
日
〈
合
〉
か
ら

叩
月
6
日
〈
金
〉
ま
で

詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
日
町
消
防

W

（3
H
0
0
0
9）
へ
お
川
い
介
せ
．
ト
ざ
い

第
五
回
全
国
一
斉

登
記
無
料
相
談

ζ

の
た
び
富
山
県
司
法
九
十
九
ハ
〈
山
州

市
桜
町
1
の
ー
の
お
、

地
欽
ビ
山
戸

5
附）

で
は
、
登
記
制
度
の
皆
及
と
地
峡
住
民
へ

の
準
仕
の

一
潔
と
し
て
次
の
と
お
り
登
記

手
続
及
び
叶
法
脅
士
業
務
全
般
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
広
く
町

民
各
位
の
ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

円

時

昭
和
日
年
間
月
！
日
（
H
）

午
前
川
附
か
ら
午
後
3
時
ま

で朝
日
町
制
批
セ
ン
タ
ー

富
山
県
川
法
道
士
会
川

富
山
県
寸
法
U
R
N

－
h

場

所

相
談
員

主

催

第
四
国
北
親
文
化
講
演
会

(4) 

池
田
弥
三
郎
先
生
を
迎
え
て

N
H
K日
本
史
am訪
の

こ
の
た
び
池
田
必
三
郎
先
生
を
お
招
き

し
、仲畑
陸
銀
行
北
朝
脱
会
恒
例
の
文
化
講
前

会
が
左
記
の
よ
う
に
開
似
さ
れ
ま
す
。

先
生
は

「日
本
山
人
探
訪
」
な
ど
、

N
H

K
テ

ν
ピ
、
ヲ
ジ
オ
解
説
な
ど
で
稲
川
靴
、

お
な
じ
み
で
あ
り
、

ユ
ニ
1
7
で
楽
し
い

清
副
会
と
な
り
ま
し
ょ
う。

円
織
万
お
誘

い
の
せ
の
う
え
多
数
の
ご
米
総
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。

記

il:U 
泌

『
女
は
十
句
か
在
か
L

間
和
臼
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
巡
動
が

9
月
引
白
か
ら
羽
白
ま
で
旧
日
間
実
純
さ

れ
ま
す
。

ζ

の
運
動
は
、

す
べ
て
の
者
に
交
通
安

全
思
想
を
普
及
徹
底
し
、
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

期
間
中
は
渉
行
者
及
び
自
転
車
利
川
者

特
に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
、
安

全
運
転
管
理
者
の
充
実
と
安
全
巡
似
の
似

進
を
運
動
の
重
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
な

特
別
デ
ー
を
設
け
、
交
通
＃
峨
の
防
化
に

あ
た
り
ま
す
。

。
県
民
総
監
視
の
日

；持
師

池
田
ル
弥
三
郎

附
断。1

慶
応
義
塾
大
学
教
陀

N
H
K解
説
委
員
h
J

JI；主場口
健liffii所 1時

9
月
初
日

（水
〉

朝
日
町
畑刑
判
セ
ン
タ
ー

北
陸
銀
行
泊
支
店
北
山
脱
会

朝
日
町
背
年
経
営
研
究
会

朝
日
町
教
育
餐
員
会

後
m ¥(. 人口

9. 2 1 8人

1 9. 5 2 9人

5.024fi 

1 0. 3 1 1人

531!09月1日現代

の本町

111:m数

ヲ寺

！£ 



動
信
協
融
資
制
度

中
小
企
業
や
商
店
に
働
い
て
お
ら
れ
る

勤
労
者
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
、
県
や
山

町
村
自
治
体
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
融
資

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
労
働
組
合
の
な
い
勤
労
者
の
た

め
の
も
の
で
、
福
祉
の
向
上
と
生
前
の
安

定
を
目
指
し
、
労
働
金
聞
が
融
資
を
行
い

勤
労
者
信
用
基
金
協
会
が
保
証
を
行
う
も

の
で
す
。

O
敵
資
の
内
容

生
前
資
金

三
十
万
円
ま
で

二
十
七
カ
月
払
い
（
二

年
三
カ
月
）

住
宅
資
金

一
千
万
円
ま
で

三
百
四
払
い
（
．
…
十
五

年）

結
Mm資
金

百
万
円
ま
で

六
十
一｝一
回
払
い
（
バ
年

＝一
カ
月
）

教
育
資
金

二
百
万
円
ま
で

（
短
大
含
む
似
学
期
間

指
置
〉
大
学
十
一
．
年
四

カ
月

・
知
大
十
年
四
カ

月

以
h

ご
相
談
は
各
市
町
村
知
当
課
窓
日

文
は
労
働
金
庫
本
支
店
、
川
町
駅
所

個和53. 9月 I0日
今月刊〈毎月 I0日舟行r・

町営工事入礼状況
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清

水

町

中

町

下

道

下

日

東

町

中

三

浦

竹

の

内

殿

町

山

崎

新

積

水

月

山

畑

ケ

丘

宮

崎

宮

崎

境

下

山

酌

ご

J

l

M

滑

れ

行

文

雄

佐

野

健

州

日

本

修

小

林

釘

男

＋
川
市
直
樹

大

知

勝

也

加

納

御

行

i

問

｝

i

パ
引
山

S
Eノ

wv

”

道

用

清

美

水
島
由
紀
子

河

内

ハ

下

野

伺

道

明

一－ 100万円以上 一一

〈〉道路台帳測量及調書作成

工事費 481万円
工 ！Pl 7月28日～54年3月10日
。町立小中学校修理工事 （A)

工事費 181万円
J：期 7月27日～8月31日
。町立小中学校修理工事 （B)

工事費 182万円
工 期 7月27日～8月31Fl 

〈〉農村総合整備毛デJレ事業

。.道第1号舗装工事（三枚僑）
工事費 628万円
工期 8月4日～9月30日
延長 807111
。農道第22 巧・舗装工・~ （細野）

工事費 428万円
工 期 8月4日～9月30日
延長 4961n
oJl道第30号舗装工事〈竹の内〉
工事費 529万円
工期 8月4日～9月30日
延長 537.. 5m 

〈〉非嫡助農道舗装工事（月山〉

工事費 505万円
工期 8月4日～9月30日
延長 703m

。非補助袋道舗装工事（月un
工事費 478万円
工期 8月4日～9月30日
延長 657 .3m 
。街路泊～桜町線舗装工事

工事費 398万円
工 期 8月10日～9月16日
延長 188.5m 幅員 16m
0境保育所外10カ所、笹川診療所
母子寮修繕工事

工事費 490万円
工期 8月18日～10月31日
〈〉桜町保育所熔改築工事

工事費 1.364万円
工 期 8月18日～11月30日
面 的 144. 9277i 
。都市計画街路

I .2.3泊～綾町線道路改良て事
工事費 1.125万川
工期 8月22日～54年3月20日
延長 113.5m 幅員 16m

ー

l
十
月

回
全
国

斉
実
施

｜
｜

五
年
に
一
問
実
施
さ
れ
る

「
住
宅
統
計

調
査
」
が
十
月

一
目
、
ん
じ
固
い
っ
せ
い
に

行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は
全
闘
の
約
五
百
万
の
住
宅

・
世
帯
を
対
象
と
し
た

「
住
宅
の
国
勢
調

査
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
み
な
さ
ん
万

の
住
宅
や
世
帯
の
構
成
な
ど
、
四
十
二
の

項
目
に
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
政
策

を
進
め
る
う
え
で
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま

す
。
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

聞
に
、
調
査
員
が
谷
家
庭
を
訪
問
し
、
調

査
察
を
配
t
叩
い
た
し
ま
す
か
ら
正
し
く
ご

記
入
の
う
え
、
十
月

一
白
か
ら
七
日
ま
で

に
百円
ぴ
調
査
員
が
品
開
し
ま
す
の
で
、
お

渡
し
く
だ
さ
い
の

す
る
乙
と
は
、
法
律
に
よ
っ
て
か
た
く
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
と
協
刀
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
区

調

査

員

山

崎

秀

行

柚

木

文

次

寺

田

寿

義

泊

病

院

上

町

東

草

野

調
査
し
た
事
納
は
、
統
計
を
つ
く
る
た

め
だ
け
に
使
い
ま
す
。

調
査
員
や
関
係
者
が
他
に
も
ら
し
た
り

腕
に
技
術
・
技
能
を

生
活
に
明
る
い
希
望

黒
部
高
等
技
能
宇
校
で
は
、
「
新
し
い

職
業
に
変
わ
ろ
う
と
す
る
人
」

「
溢
職
そ

求
め
る
農
家
の
万
や
婦
人
の
万
で
、
技
術

・
技
能
を
習
い
た
い
人
」
の
た
め
に
次
の

よ
う
に
訓
練
生
を
券
策
し
て
い
ま
す
0

．
回
世
用
保
険
受
給
者
に
は
引
き
続
き
支
給

さ
れ
る
ほ
か
、
技
能
向
得
子
判
も
加
切

さ
れ
ま
す
。

－由
度
家
の
万
、
文
は
前
述
以
外
の
め
歳
以

上
の
方
官
公
共
臓
業
安
定
所
の
認
定
安

受
け
た
人
に
は
、
月
額
5
万
9
千
円

t

6
万
5
千
円
程
度
の
訓
練
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
い
お
問
い
合
せ
、
巾
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
直
接
本
校
（
富
山
県
立
黒

部
高
等
授
能
学
校

雪
0
7
6
5
1
臼

1
0
2
5
1）
、
ま
た
は
も
よ
り
の
公

共
織
業
安
定
所
へ
と
巡
絡
く
だ
ざ
い
ο

－・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
募集定員と 1111i陳期間
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6カ月

1カ月

。

。
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15?1 

制
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H
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e3
 

4
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氷
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学
校
所
在
地
の
寮
、
下
宿
、
ア
パ
ー
ト

等
に
あ
っ
て
修
学
す
る
学
生
の
公
駿
選
参

法
上
の
住
所
は

①
郷
里
に
饗
子
が
あ
る
か

①
郷
里
に
管
廻
す
べ
き
財
産
が
あ
る

等
の
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
そ
の
修
学

地
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

選
挙

ロ
メモ

し
た
が
っ
て
郷
里
に
住
民
登
録
が
な
さ

れ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て
も
学

生
に
つ
い
て
は
、
郷
里
で
は
投
票
で
き
な

い
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
学
生
に
つ
い
て

は
ど
こ
に
も
選
挙
権
が
な
い
等
の
事
態
が

生
じ
ま
す
。

こ
う
し
た
と
と
の
な
い
た
め
に
も
、
み

な
さ
ん
の
家
族
で
学
生
の
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
ら
修
学
地
の
方
へ
住
民
繋
を
移
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
選
渉

管
理
委
員
会
（
含
三
よ

λ
δ
、
内
線

十
五
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学；
j遺生i
j挙 i
j法のi
j上
：の
j住
j所
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や
さ

動厳し
竺しさ
孟さと
泊と
間｜

犬
に
岐
ま
れ
る
事
故
〈
岐
傷
事
故
）
は

年
間
で
一
体
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
と
思
い
ま

す
か
。
総
理
府
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
た
と

え
ば
、
問
和
臼
年
度
で
は
全
国
で
な
ん
と

約
一
万
五
千
件
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
釈
を
見
ま
す
と
、
犬
小
屋
な
ど

に
つ
な
が
れ
て
い
る
繊
合
が
全
体
の
お
が
れ

に
対
し
て
、
放
し
銅
い
も
含
む
野
犬
の
易

合
が
お
V
れ
と
は
る
か
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
岐
ま
れ
る
の
は
、
配
達

・

訪
問
（

Mr）
の
時
よ
り
通
行
・
遊
戯
中

（お
v
h
）
な
ど
戸
外
で
の
万
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

私
達
に
と
っ
て
、
動
物
を
飼
う
の
は
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の
飼
い

方
、
管
理
の
し
方
が
十
分
で
な
い
乙
と
が

多
く
見
う
げ
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば

i
l乙
れ
は
前
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
乙
と
で
す
が
｜
｜
生
ま
れ
た
子
犬

や
子
猫
を
鎗
て
る
人
が
後
を
た
た
ず
乙
れ

噌

i
qぜ－
n
u寸

が
野
犬
や
野
猪
に
な
っ
て
人
に
岐
み
つ
〉

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

あ
げ
く
の
果
て
に
野
犬
に
幼
児
が
岐
み

殺
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
時
々

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飼
っ
て
い
た
ラ
イ
オ
ン
に
岐
み

殺
さ
れ
る
と
い
う
事
故
が
起
ζ

っ
た
の
も

つ
い
鰻
近
の
と
と
で
し
た
。

9
月
却
日
か
ら
お
日
ま
で
は
、

「
動
物

堅
護
遡
間
」
で
す
。

乙
れ
を
樋
会
に
、
動
物
の

「正
し
い
削

い
刀
」
を
も
う

一
度
考
え
た
い
も
の
で

す
。

(6) 
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私たち自身の老人問題
一みんなで築こう 円かな~後－

明
治
時
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、

別
性
位

・
8
歳
、
女
性
は
判

・
8
歳
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
約
百
年
、
別
性
は

η
・

ω

歳
、
女
性
は
、
円

・
白
必
と
、
位
界
の
長

野
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
へ
縦
り
出
た
の
で

す
。
も
は
や
「
人
生
刊
年
」
は
あ
た
り
前

の
と
と
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、
日
本
は
、
高
齢町
化
社
会
へ
の

第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
し
か
も
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
た
い
へ

ん
速
い
の
で
す
。

昭
和
叩
年
は
、
目
歳
か
ら
制
歳
ま
で
の

働
き
手
8
・
5
人
に
対
し
、
老
人
〈
的
歳

以
上
）

1
人
の
比
率
で
し
た
が
、
初
年
後

お
作
資
り
の
な
か
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、

恵
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
万
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

万
で
は
悲
惨
な
事

件
が
後
を
断
た
な
い
乙
と
も
事
実
で
す
。

法
務
局
で
受
理
す
る
老
人
に
関
す
る
人

権
位
犯
事
件
も
、
相
当
数
に
上
っ
て
い
ま

す
が
、
特
に
最
近
は
、
子
が
年
老
い
た
親

を
出
待
し
、
か
え
り
み
な
い
ケ
ー
ス
が
目

立
ち
ま
す
。

お

ふ！芸
割る
秀｜人
~！ I 権
引を
相｜守
ぷ｜ろ
丈：.1 > 

子｜フ

9
月
日
日
は
「
敏
老
の
日
」
で
す
。

乙
の
日
か
ら
恒
例
の
話
人
福
祉
雌
山
が
始

ま
り
ま
す
。

わ
が
国
は
、

世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ソ
マ
ハ

の
長
寿
国
で
、
現
布
、
白
歳
以
上
の
お
年

寄
り
は
9
円
市
万
人
い
ま
す
。

そ
し
て
、

n年
後
の
昭
和
乃
作
に
は
、

1
キ
9
．Lm
万
人
を
お
え
る
と
縫
定
さ
れ
ま

す。
つ
ま
り
「
老
人
問
題
」
は
私
述
内
身
の

問
題
な
の
で
す
。

私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
殺
か
な
老

後
を
過
ご
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
世
代
を
超
え
た
連
世
情
と
話
し
合
い
の

払
帽
を
ひ
る
げ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
し

ょ
う
。

の
間
和
加
年
に
は
、
働
き
手
4
・
1
人
に

対
し
て
老
人
1
人
と
な
り
ま
す
。

問
題
は
、
単
な
る
老
人
人
口
の
熔
加
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
家
族
の
熔
加
、
扶
養
抑
制
識
の
変
化
な

ど
か
ら
、
高
働
者
世
俗
の
州
市加
も
目
立
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
は

全
国
で
約
印
万
人
に
の
ぼ
る
と
雌
措
定
さ
れ

ま
す
。

年
金
制
度
、
老
人
医
療
の
無
斜
化

住
宅
問
題
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
社
会

保
険
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
老
後
を

い
か
に
生
き
る
か
、
と
い
う
面
に
も
自
を

向
け
る
時
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
H

長
い
持
ち
時
間
H

を
監
か
に
過
ご

す
た
め
の
「
生
き
が
い
対
策
」
が
よ
り
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
問
題
は
お
年
寄
り
本
人
の
課
題
で

あ
る
と
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
問
囲
の

人
た
ち
も
、
お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に
つ

い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
相
談
に

の
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
自
身
の
「
か
た

く
な
さ
」
な
ど
が
、

問
閥
と
の
聞
に
摩
療

を
起
こ
す
原
因
に
な
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
お
年
寄
り
に
対
し
て
は

ま
ず
、
家
族
、
地
域
社
会
を
は
じ
め
と
し

て
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
温
か
い
思

い
や
り
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
権
鍍
護
委
員
は
、
お
年
寄
り
の
人
権

侵
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
ど

相
綴
く
だ
さ
い
。

L~宇

〈
合
月
の
表
紙
〉

か
や
ぶ
〉

い
”
も
や

一一
風
愛
っ
た
茸
茸
の
人
Nmum
形
式
の

尉
根
の
家
が
赤
川
地
内
の
道
路
沿
い
に

建
っ
て
い
る
。
佐
渡
じ
ん
宅
で
あ
る
。

赤
川
は
小
川
の
下
流
梅
山
近
く
の
東

側
に
あ
る
部
落
で
あ
る
。

んぬ
い
地
凶
に

は
現
在
の
小
川
は
赤
川
と
な

っ
て

い

る
。
そ
の
後
、
蛭
符
の
荒

μ谷
川
下
流

よ
り
赤
川
村
ま
で
を
小
川
と
一広
い
、
赤

川
村
よ
り
海
ま
で
を
赤
川
と
一
五
っ
た
。

さ
ら
に
湯
川
と
呼
ば
れ
た
事
も
あ
り
今

は
小
川
と
云
う。

行
部
落
は
戸
数

一
一
五
円
、
口
艇
の
家

は
数
軒
あ
る
。
佐
渡
・
宅
は
的
川
口
元
問
、

奥
行
六
間
半
、
賀
務
入
U
um．
翠
入
り
の

た
て
や

縦
家
で
あ
る
。
現
任
地
に
建
て
ら
れ
た

の
は
今
か
ら
約
七
十
年
，
M
と
云
う
。

新

築
で
は
な
く
移
築
し
た
建
物
で
あ
る
。

元
の
建
築
樋
所
は
池
の

原
よ
り
を
日

へ
、
そ
れ
か
ら
現
在
地
に
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
、
古
老
な
ど
の
話
を
総
合

す
る
と
境
村
よ
り
移
築
し
た
よ
う
で
あ

る。
軒
先
は
手
を
の
ば
す
と
附
く
よ
う
に

低
く
、
何
よ
り
・
も
変
っ
て
い
る
の
は
E

面
の
屋
線
形
式
で
あ
る
。

赤川佐渡じん宅

押

押

ザ
シ
キ

疋

入
母
屋
の
長
恨
の
先
々
を
大
き
く
切

A
M

ぶ
と

り
絡
し

「
甲
造
り
し

に
な
っ
て
い
る
と

と
で
あ
る
。
近
江
路
、
今
庄
路
の
切
り

裕
し
婆
に
似
て
、
切
り
滋
し
た
部
分
か

ら
は
形
よ
い
チ
ョ
ウ
ナ
撲
が
美
し
く
見

え
、
栄
の
中
央
下
部
に
明
り
慾
が
あ
り

低
自
の
二
階
に
明
り
を
射
し
こ
ま
せ
て

い
る
。
正
面
を
切
り
落
す

「
申
造
り
」

に
よ
っ
て
人
の
出
入
り
に
忙
が
し
い
削

出
形
式
の
台
所
や
ガ
ギ
、
ニ
ワ
ま
で
光

が
射
し
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
は
二
部
屋
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
が

二
十
年
前
の
内
部
改
造
以
前
は
、
オ
イ

の
削
は

一
つ
の
広
附

mの
削
取
り
の
家

で
あ
る
。

天
弁
は
ミ
セ
、
ォ
ィ
、
ザ
シ
キ
、
ナ

ン
ド
す
べ
て
竹
の
ス
ノ
子
天
井
で
ム
シ

ロ
敷
で
あ
っ
た
が
近
年
天
井
敏
が
張
ら

れ
て
見
る
乙
と
が
で
き
な
い。

オ
イ
の
左
側
と
ナ
ン
ド
の
左
側
入
口

に
キ
リ
戸

（開
戸
）
の
跡
が
あ
り
、
普

通
の
家
の
位
健
と
逆
な
の
も
前
庇
形
式

の
台
所
が
左
に
あ
る
せ
い
か
も
し
れ
な

い
。
情
究
部
落
の
街
道
に
前
し
て
、

前
面

の
饗
を
切
り
落
し
生
活
の
主
体
を
前
峰

に
お
い
た
奮
の
生
活
の
智
恵
と
段
式
が

う
か
が
え
る
気
が
す
る
の

オ
イ

(7) 
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ゑい

今
月
の
税
金

づB

月）

二百十日

防災の日
璽腸の節句

世界法の日

敬老の日
仲秋の名月
彼岸入

秋分の日

国
民
健
康
保
険
税
（
第
二
期
分
）

特
別
減
税
の
請
求
は
済
み
ま

し
た
か
？

詳
細
は
魚
津
税
務
署
へ

税

務

課

9月 （長
1日

（
岡
和
臼
年
8
月
時
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に
（赤
ち
ゃ
ん
属
生
）

櫨
究機境

上
線
尾

神
田
町

西
下
町

本

町

本

町
上

町

清
水
町

栄

町
平
柳

－

平
柳

一

桜赤
越
長

野

蛭羽辻
岩
崎

小
在
池

辻
岩
崎

殿下
山
新 町l

 
l
 
j
 

谷
谷入町

島氷水水
鳥 島島

制中氷湊岡
村見林

斡
雄
畏
夫
良
帝
国
勝
京
城

譲
与
明
ぷ

金

山

車

俊

南

茂

紋

佐
渡
喜
久
山
川

原
篠
山
惚
雄

大

森

桁

一

河塚 造
内本滞

能大水九鈴 長 北姻
滞弁野里木津山地

陣善則 iW
丈成 一一茂

消院
修 Jjj作：

成利佳幹
1噂 fJ三. ).:; 

ニ
別

疋

ー：長長
リ｝女 9l

大

長長
女女

ひ
ろ
み

健街景

民民長
皮切女

子志

ざ
わ
子

長
男

母4・；f

長
ljj 
長
/,( 

~伊明

四
次・
－一
女
長
男

洋
一
一
則

英

次
平惚

膚
－

m
長長
男児

符L康

i生
k 

同

長
ヲ｝

分さ柴泰悟修良

！と郎

二；二二 長
ft l:t.・Y:J男 !1iJ

あ
し
あ
わ
せ
に
（鎗

O
蛭京
都

府

• 

谷

長

崎

弘

小

池

和

子

お
く
や
み

次畳間

~~~~~~~~袋~~ ~定~~~~~議量~~~~
川 川 Ill {J: {f 告谷 道川 7k三向泉
新新新 JJ｝池池崎町谷谷更 野 Iif .ド町一町浦町町崎崎

制子実情芳里代彦定奈守・

死

亡）

氷
山
川
ふ
し
〈
的
〉

水
島
ゃ
い
（
市
）

水
島
ミ
ヨ
シ

（白）

扇
谷
ミ
ヨ
シ
（
刊
〉

梅
搾
竹
蹴
（
市
〉

高

品

幸

三
郎
（
加
）

五
十
嵐
利
附
（
お
）

下
慨
は
つ
ゑ
〈
刊
）

松

原

る

（

舵

〉

小
坂
め
よ
（
臼
〉

小

松

重

雌
〈
印
）

中
山
市
苧
火
（
店
〉

Iま

浜

川

と

（

位）

谷

口

常

一

〈

印
）

北
川
良
尚
（
白
〉

松
似
フ
ナ
〈
市
〉

育
川
松
栄
〈
邸
）

山
間
ゆ
り
子
（
訂
）

九

里

茂
次
郎
（
加
）

1
u
z
－a－

、川

d
j
n
J

う

氷

さ

fl 

て
（
お
）

り
よ
〈
mm）

住

「1

つ

よ
（

η）

議

JI: 

シ

カ
（

η）

藤

川

川

．．
 
（臼）

(8) 

。
資
絡
、
年
飴

・
警
察
官
B

間
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
悶
和
お

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）

を
事
業
し
た
者
文
は
昭
和
日
年
3

月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
を

除
く
。

・
婦
人
警
察
官

昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
初

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子。

() 
受

付昭
和
臼
年
9
月

l
H
〈
金
〉
か
ら

脳
和
臼
年
9
月
初
日
（
土
）
ま
で

＠
第
一
次
試
験

・
日
時
、
場
所

昭
和
臼
年
叩
月
幻
自
（
日
）

面
山
中
部
高
等
宇
校

ゾj

法

。
教
養
試
験
（
シ
汀
l
ト
ア
ン
サ
l

五
O
問）

。
作
文
試
験

。
身
体
検
査

。
体
方
検
費

。
そ
の
他く
わ
し
い
と
と
は
、
入
替
・
察
署

へ
（
含
O
七
六
五
⑫
1
1
1
0）
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日

郵
便
局
だ
よ
り

さ

＠
九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
口
」
で
す

お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
へ
、
あ
る
い

は
お
知
り
あ
い
の
お
と
し
よ
り
の
万
へ
敬

老
の
便
り
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

心
の
と
も
っ
た
お
使
り
は
倣
必
の
日
の

何
よ
り
の
贈
り
も
の
で
す
。

＠
郵
便
切
手
の
通
信
販
売
に
つ
い
て

新
発
行
の
特
殊
切
手
を
手
に
入
れ
た
い

と
き
は
通
信
販
売
を
利
用
さ
れ
る
と
便
利

で
す
。通
信
販
売
は
郵
便
局
に
備
え
付
け
の
切

手
注
文
用
郵
便
娠
替
用
紙
で
発
行
日
の
一

カ
月
前
ま
で
に
切
手
代
金
と
返
送
料
を
添

え
て
最
寄
り
の
郵
便
局
か
ら
東
京
中
央
郵

便
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＠
お
子
さ
ま
の
進
学
資
金
の
ど
準
備
は
進

学
積
立
郵
便
貯
金
で

錯
実
に
貯
ま
る
樹
立
貯
金
に
ロ
l
ン
の

魅
力
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
進
学
積
立
貯
金
を

お
子
さ
ま
の
希
望
あ
ふ
れ
る
明
日
へ
の
ご

計
画
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
郵
便
局
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ

あ報 ，

，
E

’
 

j
 

‘，． 

昭和32• S月8日 rr 一一ー一一，g3・郵便鋤隠可…－－－…… μλ 

政

時毎月第 l火曜日
午前10時～午後3時

場所朝日町福祉センター

相談員川上菊一〈宮3-0050)

砂、．．
 
、、
。

－r
、・b
v

ー
毎
日
新
聞
奨
学
生

」

「
l
五
十
四
年
度
募
集
中
し

毎
日
新
聞
社
で
は
宙
笠
原
、
京
阪
神
、
中

京
地
医
及
び
北
九
州
各
地
区
所
在
の
大
学

短
大
、
各
種
学
校
お
よ
び
予
備
校
に
M
年

度
入
学
を
志
望
す
る
学
生
の
た
め
に
入
学

金
、
授
業
料
を
貸
付
し
奨
学
金
を
支
給
す

る
新
聞
奨
学
生
制
度
を
設
け
募
集
中
で

す。
ζ

の
育
英
制
度
は
、
尚
子
費
、
食
事
、
住

店
な
ど
を
お
世
話
す
る
制
度
で
あ
り
、
父

兄
の
負
担
な
く
、
自
力
で
大
学
が
卒
業
で

き
、
奨
学
金
を
返
附
す
る
必
．
妥
が
な
い
乙

と
が
特
徴
で
す
。

詳
細
は
左
記
に
「
は
が
き
」
ま
た
は

「
電
話
」
に
て
陶
申
し
込
め
ば
説
明
奮
を
送

っ
て
く
れ
ま
す
。

－Tm
 大阪
ぃ
山
花
区
位
向

1
I
U
6番
却
号

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
内

毎
日
育
英
会
事
務
局

晶
白

〈

M
W）

3
4
4
H
2
1
1
2

ム人権法律相談

If寺 9月19日例
午後1時～午後411寺
朝日町福祉センター

人権擁護委員

上国憲二 〈舎2-0127)
任問街芳〈舎2-2164)
小沢治〈雪3-3000)

相談ごとご案内

談相

/-－：－：噂哨

ム行

日

場所

相談員
i . , 

ム心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（舎3-0576)

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
怠
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
点
下
町

と
く
名

拾
得
物
報
労
金
を

日

三
千
二
百
四
円

マ
上
町

マ
小
杉
町

五
万
円

マ
荒
川
松
原
三
郎
さ
ん
よ
り
五
万
円

マ
朝
日
町
商
工
会
青
年
部
よ
り
あ
さ
ひ
ま

衣
類
四
十
点

普
明
会
教
団
尚
岡
支
部
よ
り

と
く
名

つ
り
ザ
イ
ン
入
り
色
紙
売
上
金
二
万
五

千
七
百
円

マ
三
枚

橋

林
小
林
邦
河
さ
ん
よ
り
一
万
円

得
閉
さ
ん
よ
り
一
万
円

マ
笹
川

マ
山
崎

マ
泊

七
沢
景
明
さ
ん
よ
り

一
万
円

野
島
武
吉
さ
ん
よ
り
一
万
円

マ
山
崎

水
野
儀
一
さ
ん
よ
り

一
万
円

場

ム交通事故巡回相談

①日時第 1，第3月曜日
午前10時～午後3時
黒部市中央公民館

第1.第3水曜日
午前10時～午後3時

湯所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

"--.., .. -••• －，.，喝

場所

①日I~

‘，、

z
a
f
－

－

iat
－
－

s
’2
a

’f
令
与
を

e
y

・

「
建
築

H
U
l
u

活
工
前
の
安
全
確
認
を
汐
・

O
電
線
に
近
づ
い
て
作
業
を
す
る
と
き

は
電
線
に
防
護
管
を
取
付
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

O
着
工
前
に
最
寄
り
の
兆
陸
氾
刀
営
業

所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

北
陸
電
力

（
株
〉
川
監
業
所

（
含

3
H
0
0
2
8）

カ
サ
を
返
し
て
み
・

み
な
さ
ん
と
承
知
の
川
駅
待
合
憲
－
L

「

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ソ
プ
」
得
附
の
努
窓

の
傘
が
備
え
て
あ
り
、
降
刷
時
の
利
用
に

好
評
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
円
以
近
利
用
さ

れ
た
傘
の
返
し
忘
れ
が
あ
る
た
め
に
待
合

室
に
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

5
月
に
も

「
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

か

ら
却
本
寄
贈
を
受
け
た
念
も
現
在
は
も
う

な
く
な
り
ま
し
た
。
不
時
の
お
州
り
の
と

き
、
寄
贈
さ
れ
た
方
の
普
意
を
生
か
す
た

め
に
も
、
利
用
さ
れ
た
傘
は
必
ず
返
し
て

（
川
駅
）

下
さ
い
。く

ら
し
の
ち
え

一川

小
さ
な
口
火
で
も

思

わ

ぬ

損

ガ
ス
の
瞬
間
湯
沸
招
の
小
さ
な
口
火
で

も、

1
時
間
に
約
m
k
d
の
ガ
ス
を
消
慣

し
ま
す
。
1
日
5
時
間
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と

1
カ
月
で
は
風
呂
が
約
3
川
分
沸
か
せ
る

ガ
ス
量
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
か
り
に
全
国
の
回以
低
で
ζ

の
よ

う
な

μ
火
を
消
す
乙
と
に
し
た
と
す
る
と

1
年
聞
に
愛
緩
県
の
人
口
に
相
当
す
る
約

附
万
人
分
の
家
低
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
か

な
え
ま
す
。

(9) 

ー’
q
U
F
h

．v
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（決められた日時に受けられない方川
最寄りの会場で受けて ください． ／ ピぷ~~－~ん訟の保健コ

月〉く9

考

650円

750円

人

房

備

婦

乳

i日（鷹） ｜時刻 t

’ l 午前 [ 
18（月） I 9:30～11 :ool職工会館 。
｜午後 I 

: 18（月） I 1 :oo～3:00 I織工会館 ｜
｜午前 ！ 

: 19（火）I 9:30～11 :ooi 福祉七 ンタ－ • 

i I 午径 I ・1 
i 19（火） I 1 :30～3:00 I神田町検番 ！

（ただし勤務先“！ i午前 ！ 
I 2s＜月J: 9:30～11 :ool 1肱工会館 j
1・ i午後 I , ｜物、生町、火屋
! 25（月） I 1: 00～3:00 I松衿町公民館 ｜総 約 町

! 2a<:1') i.~；－~0~~祉セント l－~·－－－－~－＇ 
I 午後 i I I 

I 28（木） I 1 :oo～3:00 I福祉七ンター！ 本 町 ｜

1午後 I I 
j 26（火）I 1: 00～3:00 I脇 工 会 館 1 泊 1、 3 区 ｜
お I . ・－＇一一一一一－： I 

e午後 ! 
; 29（金） ! 1 :oo～3:00 I 福祉センタ－ l れ’I2氏、初j Ill : 
｜ ！午後 I l i 
員 I21＜次） i 1 :oo～3:00 I福祉センター ｜全 地 区 ｜

道下

荒川 4、sr n 
栄町

町

町
宮本町、機向町
神 田 町

区

町

地

町、西
~ 

象

下 、

対

芸評
末

有島会者

持 ！満 15級以 上

｜で検，i舎を受けた

｜人を除く）

診 i耳

診 ’…

級 !IJ ~ 

象

沼

品百

対業

湾言

空宇．

検

検

検

核・WI

人

m 

J~ 

.i 

W

HH 

核

予

事

I I ｜午後 ! i 
3カ月児検 診 1s 3 年 6 月 ~j： ’ 5 （水） I 1: oo～2:00 I福祉センター ！
股関 節 脱 ｜ ｜ ｜午後 I I 
r I 検 査 1 53 年 6 月＿ ~t i. そ＜＊） I 2:00～3:00 I泊病院 i

臼 50年5月 If:I i午後 I I 

至 50年6月 生 い7（火）! 1 :oo～3:00 I福祉センター
I ｜午後
者 I20＜金） I 1 :oo～3:00 

午後 I 

r;・・6（金） : 1 :oo～3:00 ! 
午前

' 8 （日） 9:30～11 :30 清水町公民館
>:'i ' －一一一l －ーー 一一一一一一

』午後
8 （日）: 1 :oo～3:00・

母子手帳持参

月〉

区地f、
コl•

く10

母

－－－~－ ＇竺竺 ＿1＿.~巴地全子

母子手帳持参区地全~与、、J検児L注3 保

650円検査料庄・よ今

大家庄農協望希，診検人婦
健

民地令
黒部保健所
制l日支所Cf{ ぷ！i情A~ I 出

帆健 ！健

康

相 ！ti主
E費I--

行革町、消；j(町

人婦／、r、習.1梓3長

唱

l
今

3
F
O

区

9
月
目
白
か
ら

「
結
以
予
防
週
間
’
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

い
ま
や
結
絞
は
、

一小
治
の
病
以
で
は
ふ

り
ま
せ
ん
。
と
は
い
ろ
も
の
の
、
ま
だ
安

だ
山
者
の
数
は
多
い
の
が
刷
状
で
す
け

間
利
引
年
の
厚
生
省
調
査
で
は
、
川
作
中

m
M人
近
く
の
人
々
が
結
防
相
に
お
か
さ
れ

約
！
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の

と
く
に
年
齢
が
尚
く
な
る
ほ
ど
出
お
は

ふ
え
、
な
か
で
も
明
性
は
女
竹
の
口
折
、

印
ぷ
以
上
に
な
る
と
別
件
の
山
者
数
は
ん
、

削
れ
の
口
併
に
な
っ
て
い
ま
す
H

ま
た
、
死
亡
率
を
み
て
も
、
刊
ぷ
ぐ
・
り

い
か
ら
だ
ん
だ
ん
渇
く
な
り
、
印
ぷ
代
か

ら
急
上
昇
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の

こ
の
よ
う
に
中
尚
年
齢剛
者
の
ほ
か
、
明

細
企
業
で
働
く
人
た
ち
、
長
期
に
わ
た
リ

て
健
康
診
断
を
受
け
て
い
な
い
人
た
ち
に

鮎
敏
感
者
が
多
く
、
と
の
傾
向
は
将
来
む

説
く
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
紋
の
中
か
ら
鮎
級
以
者
を
川
ぎ
な
い

た
め
、
ま
ず
、
定
期
的
な
健
康
弘
。
断
符
A
Y

け
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
ろ
の

a:. 
E司

実日

板

。。）

健
康
診
談
は

定
期
的
に

結
核
予
防
週
間
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